
道の駅あつみ移転整備事業

屋外広場ワークショップ 開催レポート

日 時 ： ２０２5年1月23日（木） １3時～16時

会 場 ： 鶴岡市役所 別棟和室

参加者 ： 12名 鶴岡市・夕陽コミュニティ（設計担当・運営担当）・地域関係者

主 催 ： 株式会社 夕陽コミュニティ

STEP① キーワードの拾い出し・分析

ベース資料をもとに共通キーワードの拾い出しとアイデア出し

STEP② 整理・絞り込み

道の駅あつみへの適合を考える。地域や自然環境との親和性・関係性

STEP③ 落とし込み

ゾーニング・遊具配置・ソフトの展開を考える

新たな道の駅あつみのあそびの空間を魅力的なものにするため、広場設計業務に活かすべく、屋外広場にスポットを当てた

ワークショップを開催。設計や運営の担当者に地域関係者や市の子育てに関わる担当者を交え、多くの親子に楽しんでもらう

ための要素を分析し、地域との関連やゾーニングについて考えました。

● テーマ性、コンセプトがしっかりある

● 癒されに訪れる、休みに来れる

● ボリューム感がある

● 世代別・季節別を意識

● いつも何かをやっている

● 道の駅の機能にプラスした付加価値

テーマ 大型屋外遊具のある子どもの遊び場「親子３代家族連れで楽しめる道の駅」

● オリジナリティ、ここにしかない遊び

● 非日常空間の提供

● ここにしかない食

● 景観を意識（SNS・映え）

● 思い出（心）に残る感動体験

● 他にない！ダイナミックな遊び場

● あつみの自然との調和

● 親も嬉しい！便利な空間

● 課題・・・冬期間の楽しみ方
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